
聖書翻訳比較の散歩道 
蟻と蜂に学べ 

 

上の画像は、Rahlfs の LXX の Pro 6：8 をキャプチャーしたものです。BHS の Pro 6：8 は、短

い 1 節ですが、LXX では、a-ｃの追加された訳文が記されています。これを、JLXX で見ると以下

の様に表示されます。 

 
et̀oima,zetai qe,rouj th.n trofh.n pollh,n te evn tw/| avmh,tw| poiei/tai th.n 

para,qesin @1# h' poreu,qhti pro.j th.n me,lissan kai. ma,qe w`j evrga,tij evsti.n 
th,n te evrgasi,an w`j semnh.n poiei/tai @2# h-j tou.j po,nouj basilei/j kai. 
ivdiw/tai pro.j ug̀i,eian prosfe,rontai poqeinh. de, evstin pa/sin kai. evpi,doxoj 
@3# kai,per ou=sa th/| r`w,mh| avsqenh,j th.n sofi,an timh,sasa proh,cqh 

LXX の英語直訳 LXE は、以下の様に表示されています。 

he prepares food for himself in the summer, and lays by abundant store in harvest. Or 
go to the bee, and learn how diligent she is, and how earnestly she is engaged in her 
work; whose labours kings and private men use for health, and she is desired and 
respected by all: though weak in body, she is advanced by honouring wisdom. 

 
以下、Pro 6：8 の聖書邦訳の翻訳比較ノートです。 

[口語訳] 夏のうちに食物をそなえ、刈入れの時に、かてを集める。 

[新改訳] 夏のうちに食物を確保し、刈り入れ時に食糧を集める。 

[新共同] 夏の間にパンを備え、刈り入れ時に食糧を集める。 

[関根正雄訳] 見出し語「蟻に学べ（6：6-11）」(1)怠惰は知恵文学ではかたく戒められ。動物が

その特性のため例に引かれることが多い。（1586 頁、『旧約聖書』,教文館,1997.） 

<コメント> 

何故、LXX ほ箴言翻訳者は、蜂の例え話を挿入したのか？当時のギリシア語文化圏の人々には、

蟻の例えより、蜂の例えの方がよかったのか。あるいは、ヘブル語の別の写本があったのか。そ

れとも、訳者の単なるこだわりか。・・・ 
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